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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】製造単価を節減することができる液晶表示装置
を提供する。
【解決手段】短辺と長辺を有する液晶パネル１２３と、
前記液晶パネル上に前記液晶パネルの前記短辺と実質的
に平行に延長され配置される複数のゲート配線と、前記
ゲート配線と絶縁されて交差し、前記液晶パネルの前記
長辺と実質的に平行に延長され配置される複数のデータ
配線と、前記液晶パネルの前記短辺と隣接するように配
置され前記液晶パネルに画像信号を提供する印刷回路基
板１２８と、前記液晶パネルとオーバーラップするよう
に配置される導光板１５０と、光を発生させ前記導光板
に提供する光源部１７８と、該光源部が実装された回路
基板１７６とを有する光源モジュールとを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　短辺と長辺を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネル上に前記液晶パネルの前記短辺と実質的に平行に延長され配置される複
数のゲート配線と、
　前記ゲート配線と絶縁されて交差し、前記液晶パネルの前記長辺と実質的に平行に延長
され配置される複数のデータ配線と、
　前記液晶パネルの前記短辺と隣接するように配置され前記液晶パネルに画像信号を提供
する印刷回路基板と、
　前記液晶パネルとオーバーラップするように配置される導光板と、
　光を発生させ前記導光板に提供する光源部と、該光源部が実装された回路基板とを有す
る光源モジュールとを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ゲート配線と接続され前記液晶パネル上に液晶パネルの前記長辺に隣接して集積回
路形態で配置されるゲート駆動部と、
　前記データ配線と接続され前記液晶パネルの短辺と隣接するように配置されるデータ駆
動部とをさらに有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記印刷回路基板の表面は、前記液晶パネルの表面と実質的に同一平面上に配置される
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記光源モジュールは、前記液晶パネルの長辺に沿って前記導光板の側部に隣接して配
置されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光源モジュールは、前記液晶パネルの短辺と実質的に平行するように前記印刷回路
基板と前記液晶パネルとの間に配置されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装
置。
【請求項６】
　前記光源モジュールは、前記液晶パネルの短辺に沿って前記印刷回路基板が配置される
側の反対側に配置されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記印刷回路基板は、前記液晶パネルの前記短辺とオーバーラップし、前記液晶パネル
の背面とオーバーラップするように配置されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項８】
　前記光源モジュールは、前記液晶パネルの短辺と隣接するように前記印刷回路基板が配
置される側の反対側に配置され、
　前記導光板は、前記印刷回路基板と隣接する部分の厚さが相対的に薄く、前記光源モジ
ュールと隣接する部分の厚さが相対的に厚い、くさび型形状を有することを特徴とする請
求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　短辺と長辺を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネル上に前記短辺と実質的に平行に延長され配置される複数のゲート配線と
、
　前記ゲート配線と接続して前記液晶パネル上に液晶パネルの前記長辺に沿って実質的に
平行に延長され集積回路形態で形成配置されるゲート駆動部と、
　前記ゲート配線と絶縁されて交差し、前記液晶パネルの前記長辺と実質的に平行に延長
され配置される複数のデータ配線と、
　前記データ配線と接続して前記液晶パネルの短辺と隣接するように配置されるデータ駆
動部と、
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　前記液晶パネルの前記短辺と隣接するように配置され前記液晶パネルに画像信号を提供
する印刷回路基板とを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶パネルは、実質的にマトリックス形態で配置された複数のピクセルから成るピ
クセルアレイを含み、
　前記各ピクセルは、前記液晶パネルの前記長辺と実質的に平行するように縦方向（ｌｏ
ｎｇｉｔｕｄｉｎａｌｌｙ）に拡張され、前記液晶パネルの前記短辺と実質的に平行する
ように横方向（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅｌｙ）に拡張されることを特徴とする請求項９に記
載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、より詳細には、製造単価を節減することができる液晶
表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）は、現在最も広く使
われているフラットパネル表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）のうちの
一つであって、電極が形成されている２枚の基板とその間に挿入されている液晶層から成
り、電極に電圧を印加して液晶層の液晶分子を再配列させることによって透過する光の量
を調節する表示装置である。
【０００３】
　従来の液晶表示装置において、データ駆動部はゲート駆動部に比べて製造単価が高く、
データ駆動部を構成するトランジスタは高い移動度（ｍｏｂｉｌｉｔｙ）が要求されるた
め、データ駆動部を絶縁基板上に直接に集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉ
ｔ）として形成しにくいという問題がある。
　また、データ駆動部に接続されたデータラインの数が増加するほど多くのデータ駆動部
を使うようになり液晶表示装置の製造単価は急激に上昇するという問題がある。
　したがって、製造単価を低くするためにデータ駆動部の個数および／またはデータライ
ンの数を減少させることができる液晶表示装置の開発が要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３５０８５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、製造単価を節減することができる液晶表示装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、短辺と長辺を有する
液晶パネルと、前記液晶パネル上に前記液晶パネルの前記短辺と実質的に平行に延長され
配置される複数のゲート配線と、前記ゲート配線と絶縁されて交差し、前記液晶パネルの
前記長辺と実質的に平行に延長され配置される複数のデータ配線と、前記液晶パネルの前
記短辺と隣接するように配置され前記液晶パネルに画像信号を提供する印刷回路基板と、
前記液晶パネルとオーバーラップするように配置される導光板と、光を発生させ前記導光
板に提供する光源部と、該光源部が実装された回路基板とを有する光源モジュールとを有
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することを特徴とする。
【０００７】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、短辺と長辺を
有する液晶パネルと、前記液晶パネル上に前記短辺と実質的に平行に延長され配置される
複数のゲート配線と、前記ゲート配線と接続して前記液晶パネル上に液晶パネルの前記長
辺に沿って実質的に平行に延長され集積回路形態で形成配置されるゲート駆動部と、前記
ゲート配線と絶縁されて交差し、前記液晶パネルの前記長辺と実質的に平行に延長され配
置される複数のデータ配線と、前記データ配線と接続して前記液晶パネルの短辺と隣接す
るように配置されるデータ駆動部と、前記液晶パネルの前記短辺と隣接するように配置さ
れ前記液晶パネルに画像信号を提供する印刷回路基板とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、データ駆動部の個数および／またはデータライン
の数を減少させることができ、製造費用を減少させることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図及び底面図である
。
【図２】図１の液晶表示装置の背面図である。
【図３】図１の液晶表示装置の分解斜視図である。
【図４】図３の液晶パネルの概略的な平面図である。
【図５】図４の液晶パネルを構成するピクセルアレイ配置図である。
【図６】図５のピクセルアレイの等価回路図である。
【図７】図１の液晶表示装置の変形例である。
【図８】図１の液晶表示装置の変形例である。
【図９】図１の液晶表示装置の変形例である。
【図１０】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置の背面図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及び底面図で
ある。
【図１２】図１１の液晶表示装置の背面図である。
【図１３】本発明の第４の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及び底面図で
ある。
【図１４】図１３の液晶表示装置の背面図である。
【図１５】本発明の第５の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及び底面図で
ある。
【図１６】図１５の液晶表示装置の背面図である。
【図１７】本発明の第６の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及び底面図で
ある。
【図１８】図１７の液晶表示装置の背面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　次に、本発明に係る液晶表示装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら
説明する。
【００１１】
　本発明の利点、特徴、およびそれらを達成する方法は、図面と共に詳細に後述されてい
る実施形態を参照すると明確になるであろう。
　しかし、本発明は以下で開示される実施形態に限定されるものではなく、互いに異なる
多様な形態で実現されるものであり、単に本実施形態は本発明の開示を完全なものにし、
本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提
供されるものであり、本発明は請求項の範囲によってのみ定義される。
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　図面において層、領域の大きさおよび相対的な大きさは説明の明瞭性のために誇張され
たものであり得る。
【００１２】
　素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）または層が、異なる素子または層の「上（ｏｎ）」と指称さ
れるものは、他の素子あるいは層の真上だけでなく、中間に他の層または他の素子を介在
した場合をすべて含む。これに対し、一つの素子が「直接上（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｏｎ）
」、「真上」と指称されるものは中間に他の素子または層を介在しないものを示す。明細
書全体において、同一参照符号は同一構成要素を指す。「および／または」は、言及され
たアイテムの各々および一つ以上のすべての組合せを含む。
【００１３】
　空間的に相対的な用語である「下（ｂｅｌｏｗ）」、「下（ｂｅｎｅａｔｈ）」、「下
部（ｌｏｗｅｒ）」、「上（ａｂｏｖｅ）」、「上部（ｕｐｐｅｒ）」などは、図面に示
すように、一つの素子または構成要素と異なる素子または構成要素との相関関係を容易に
記述するために使用されてもよい。空間的に相対的な用語は、図面に示す方向に加えて、
使用時または動作時における素子の互いに異なる方向を含む用語として理解されなければ
ならない。
【００１４】
　本明細書で記述する実施形態は、本発明の理想的な実施形態の概略的な断面図を参考に
して説明する。したがって、製造技術または許容誤差などによって、例示図の形態は変形
されてもよい。したがって、本発明の実施形態は、図示した特定形態に制限されるもので
はなく、製造工程によって生成される形態の変化も含むものである。したがって、図面に
例示された領域は概略的な属性を有し、図面に例示した領域の形態は素子の領域の特定形
態を例示するためのものであり、発明の範疇を制限するためのものではない。
【００１５】
　以下、図１～図６を参照して本発明の第１の実施形態による液晶表示装置を詳細に説明
する。
【００１６】
　図１は、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図及び底面図であ
る。
　図２は、図１の液晶表示装置の背面図である。図３は、図１の液晶表示装置の分解斜視
図である。
【００１７】
　図１～図３を参照すると、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１００は全体を
見ると、液晶パネルアセンブリ１２０、バックライトアセンブリ１９０、及び上部収納容
器１１０を含む。
【００１８】
　さらに、液晶パネルアセンブリ１２０は、液晶パネル１２３、チップフィルムパッケー
ジ１２６、及び印刷回路基板１２８などを含む。
【００１９】
　液晶パネル１２３は、ゲートライン、データライン、薄膜トランジスタアレイ、及び画
素電極などを含む下部表示板１２２と、下部表示板１２２に対向するように配置された上
部表示板１２４と、二つの表示板の間に介在する液晶層を含む。
【００２０】
　このような液晶パネル１２３は、短辺と長辺から成る実質的に長方形形状で形成されて
画像情報を表示する役割を果たす。
　ゲートラインは、実質的に長辺と直交する第１方向に延長され、液晶パネル１２３の短
辺と実質的に平行に、すなわち、縦方向に延長されており、データラインは、実質的に水
平方向である第２方向に延長され、液晶パネル１２３の長辺と実質的に平行に、すなわち
横方向に延長されている。
　視聴者が液晶表示装置１００を見ている時、液晶パネル１２３の短辺は、視聴方向の左
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右に位置し液晶パネル１２３の長辺は視聴方向の上下に位置することができる。ただし、
本発明はこれに限定されなくその反対の場合を含むこともできる。
【００２１】
　チップフィルムパッケージ１２６は、データ駆動部として、液晶パネル１２３の第１側
（例えば、左側）の短辺に位置して下部表示板１２２に形成された各データラインと接続
してデータ駆動信号を提供する。
　チップフィルムパッケージ１２６は、半導体チップが可撓性フィルム（ｆｌｅｘｉｂｌ
ｅ　ｆｉｌｍ）上に形成された配線パターンとタブ（ＴＡＢ、Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔ
ｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）技術によって接合されたタブテープ（ＴＡＢ　ｔａｐｅ）を含む
。
　例えば、このようなチップフィルムパッケージとしては、テープキャリアパッケージ（
Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ、以下ＴＣＰ）またはチップオンフィルム（
Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ、以下ＣＯＦ）などが使用され得る。ただし、上述したチップ
フィルムパッケージは例示的なものに他ならない。
【００２２】
　また、ゲート駆動部（図示せず）は、下部表示板１２２に形成された各ゲートラインに
接続してゲート駆動信号を提供し、下部表示板１２２上に集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）形態で形成され得る。例えば、ゲート駆動部は、下部表示板１２２
の上側又は下側の長辺に沿って形成され、レイアウトの観点から、チップフィルムパッケ
ージ１２６が配置された側に隣接する液晶パネル１２３の一側に配置され得る。ゲート駆
動部は薄膜トランジスタアレイを製造する過程で共に形成され得る。ただし、本発明のゲ
ート駆動部は、これに限定されなくチップフィルムパッケージ１２６と同一の形態で形成
され得る。
【００２３】
　一方、チップフィルムパッケージ１２６は、液晶パネル１２３のデータラインと接続す
るために液晶パネル１２３の短辺と隣接するように配置されるため、チップフィルムパッ
ケージ１２６と接続する印刷回路基板１２８もチップフィルムパッケージ１２６と同様に
液晶パネル１２３の短辺と隣接するように配置される。
　印刷回路基板１２８にはゲート駆動部に入力されるゲート駆動信号と、チップフィルム
パッケージ１２６に入力されるデータ駆動信号を処理する様々な駆動エレメント１２９が
実装される。言い換えると、印刷回路基板１２８は液晶パネル１２３と接続して画像情報
を提供する。
【００２４】
　液晶表示装置１００の厚さを最小化するためには印刷回路基板１２８は液晶パネル１２
３と同一平面上に配置され得る。図１を参照すると、印刷回路基板１２８の最上面は液晶
表示装置１００の上部収納容器１１０の最上面と実質的に同一平面上にある。同様に、駆
動エレメント１２９の最下面は液晶表示装置１００の上部収納容器１１０の最下面と実質
的に同一平面上に配置され、さらに延長されない。
【００２５】
　図２を参照すると、印刷回路基板１２８は、外部制御装置（未図示）とフィルム部１８
６を通じて電気的、物理的に接続してイメージ画像を表示するための多様な信号の印加を
受ける。このために、印刷回路基板１２８の背面にはフィルム部１８６と接続する第１コ
ネクタ１８２が形成されている。
　液晶表示装置１００の全体的なサイズを減らすために印刷回路基板１２８の幅を減らす
ことが好ましく、この場合、フィルム部１８６の幅が印刷回路基板１２８の幅より大きい
場合、これらの間の円滑な接続のために第１コネクタ１８２の接続端子は液晶パネル１２
３に向かうように配置され得る。すなわち、フィルム部１８６は、液晶パネル１２３の短
辺に実質的に直角の方向に移動しつつ第１コネクタ１８２に結合し得る。フィルム部１８
６は、折れた形状、例えば「Ｌ」字形状でなされ得る。
【００２６】
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　また、バックライトアセンブリ１９０は、モールドフレーム１３０、光学シート１４０
、導光板１５０、反射シート１６０、光源モジュール１７７、及び下部収納容器１７０な
どを含む。
【００２７】
　ここで、導光板１５０は、光源モジュール１７７から液晶パネル１２３に供給される光
を案内する役割を果たす。導光板１５０は、光を効率的に伝達させるプラスチック系の透
明な物質から成るプレート（ｐｌａｔｅ）形態になっている。
　例えば、導光板１５０としてはＰＭＭＡ（ＰｏｌｙＭｅｔｈｙｌ　ＭｅｔｈＡｃｒｙｌ
ａｔｅ）などのようにアクリル樹脂又はポリカーボネート（ＰｏｌｙＣａｒｂｏｎａｔｅ
）などが使用され得る。
　導光板１５０の一側面に入射された光が導光板１５０の臨界角以上の角度で導光板１５
０の上面または下面に到着すると導光板１５０の外部に放出されず、導光板１５０の表面
から全反射され、導光板１５０の内部全体に行き渡る。以下で、上部及び下部とは、各々
液晶表示装置１００の前面又は視野面、及び液晶表示装置１００の背面を指す。
【００２８】
　一方、導光板１５０の上面及び下面のうち少なくとも一面には導光板１５０内部の光が
導光板１５０上部に安着される液晶パネル１２３に放出できるように拡散パターン（未図
示）が形成される。好ましくは導光板１５０の下面に拡散パターンが形成され得る。すな
わち、導光板１５０内部で反射されていた光は拡散パターンに反射し、導光板１５０の上
面を通じて外部に放出される。
　導光板１５０の上面から出射される光の輝度を一定に維持するために導光板１５０の一
面に形成された拡散パターンは光源モジュール１７７からの距離に応じてサイズと密度が
異なるように形成され得る。
　例えば、光源モジュール１７７から遠ざかるほど拡散パターンの密度を高くしたり拡散
パターンのサイズを大きくしたりすることによって上面に出射される光の輝度を一定に維
持させることができる。このような拡散パターンは、インクをシルクスクリーン印刷して
形成し得るが、本発明はこれに限定されなく導光板１５０に微細なくぼみや突起を形成し
て実質的に同一の作用効果を有する拡散パターンを形成することができる。
【００２９】
　導光板１５０の一側には光源モジュール１７７が配置されている。本実施形態では光源
モジュール１７７が導光板１５０の下部（図面上）に、すなわち、液晶表示装置１００の
下部の長辺に沿って配置された場合を例にあげて説明する。このような配置構造において
表示画面全体に均一に光が伝達できるようにするために導光板１５０は厚さが実質的に均
一なフラット（ｆｌａｔ）型形状を有し得る。ただし、本発明はこれに限定されなく多様
な形状の導光板を適用することができる。光源モジュール１７７は、回路パターンが形成
された回路基板１７６と回路基板１７６上に実装された複数の光源部１７８を含む。
【００３０】
　光源部１７８は光を直接放射する発光素子を含む。例えば、光源部１７８としては発光
ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｅｄ　Ｄｉｏｄｅ、ＬＥＤ）、白熱電球、白色ハロ
ゲンランプなどが使用され得る。好ましくは、演色性が優秀で消費電力が低い発光ダイオ
ード（ＬＥＤ）が使用され得る。
　光源部１７８は、フレーム（未図示）及びフレーム内部に実装された赤色、緑色、青色
発光チップから成り、これらそれぞれの発光チップから放射される赤色光、緑色光及び青
色光が混合され白色光が作られる。
【００３１】
　図２及び図３を参照すると、回路基板１７６の一側は、下部収納容器１７０の内側側壁
と導光板１５０との間に配置され光源部１７８が実装される。
　回路基板１７６の他側は下部収納容器１７０の床面に形成された開口部（未図示）を通
じて下部収納容器１７０の内側から下部収納容器１７０の背面上に延長され印刷回路基板
１２８と接続する。



(8) JP 2010-128498 A 2010.6.10

10

20

30

40

50

　回路基板１７６は、印刷回路基板１２８の背面に形成された第２コネクタ１８４と接続
するが、第２コネクタ１８４の接続端子は第１コネクタ１８２の接続端子と同様に液晶パ
ネル１２３に向かうように配置され得る。すなわち、回路基板１７６は液晶パネル１２３
の短辺に実質的に直角方向に移動しつつ、第２コネクタ１８４に結合され得る。液晶表示
装置１００の背面に配置された回路基板１７６全体は下部収納容器１７０及び印刷回路基
板１２８の一部とオーバーラップする。
【００３２】
　光源モジュール１７７の回路基板１７６とフィルム部１８６が互いに重複する場合、信
号干渉が生じる恐れがあるため、これらは互いに重ならないように第２コネクタ１８４は
第１コネクタ１８２より光源モジュール１７７に隣接するように配置することが好ましい
。したがって、本実施形態では第２コネクタ１８４は、印刷回路基板１２８上で第１コネ
クタ１８２より下部に配置され得る。回路基板１７６及びフィルム部１８６は、液晶表示
装置１００の背面では互いにオーバーラップしない。
【００３３】
　また図３を参照すると、光学シート１４０は、導光板１５０の上部面に設置されて導光
板１５０から伝達される光を拡散して集光する役割を果たす。光学シート１４０は、拡散
シート、プリズムシート、保護シートなどを含む。導光板１５０とプリズムシートとの間
に位置する拡散シートは、導光板１５０から入射する光を分散させることによって光が部
分的に密集することを防止する。
　プリズムシートは上部面に三角柱形状のプリズムが一定の配列を有し形成されており、
通常２枚のシートで構成されてそれぞれのプリズムの配列が互いに所定の角度で交錯する
ように配置され拡散シートから拡散された光を液晶パネル１２３と垂直方向に集光する役
割を果たす。
　これによって、プリズムシートを通過する光はほぼ垂直に通過して保護シート上の輝度
分布を均一に得ることができる。プリズムシートの上に形成される保護シートはプリズム
シートの表面を保護する役割を果たすだけではなく、光の分布を均一にするために光を拡
散させる役割を果たす。このような光学シート１４０の構成は上の例に限定されなく、液
晶表示装置１００の仕様に応じて多様に変更することができる。
【００３４】
　反射シート１６０は、導光板１５０の下部に設置され、導光板１５０の下部から放射さ
れた光を上部に反射する。反射シート１６０は、導光板１５０の一面に形成された拡散パ
ターンによって反射されなかった光を再び導光板１５０の出射面側に反射させることによ
って、液晶パネル１２３に入射する光の損失を減らすと共に、導光板１５０の出射面を透
過する光の均一度を向上させる役割を果たす。
　例えば、反射シート１６０は、ポリエチレンテレフタレート（ＰｏｌｙＥｔｈｙｌｅｎ
ｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ、ＰＥＴ）などで成され得、反射シート１６０の一面は
、例えば、二酸化チタンなどを含有する拡散層でコーティングし得る。二酸化チタンが乾
燥して定着する時、二酸化チタンは霜形状の白色表面を形成して、光をより均一に拡散さ
せることができるだけでなく、所定の反射効果を提供する。
【００３５】
　モールドフレーム１３０は、四角形枠形状で形成されており、光学シート１４０上部の
外周に配置される。モールドフレーム１３０は、互いに連結した側壁を含み、光学シート
１４０の側面と隣接するように配置され、光学シート１４０の最上面が液晶パネルアセン
ブリ１２０に対し露出される。モールドフレーム１３０は、下部収納容器１７０と結合し
て光学シート１４０、導光板１５０、反射シート１６０、及び光源モジュール１７７を内
部に収納する。モールドフレーム１３０と下部収納容器１７０はフック結合又はねじ結合
などの多様な方法で結合することができる。
【００３６】
　液晶パネル１２３は、モールドフレーム１３０上に配置され、上部収納容器１１０は液
晶パネル１２３上部外周を覆い、下部収納容器１７０又はモールドフレーム１３０と結合
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する。上部収納容器１１０は、液晶表示装置１００の背面側に延長した側壁と連続的に配
置された上面を含み、液晶パネルアセンブリ１２０の最上面が液晶表示装置１００の視野
面方向に露出され得る。
【００３７】
　以下、図４～図６を参照して図３の液晶パネルについて詳しく説明する。
　図４は、図３の液晶パネルの概略的な平面図であり、図５は、図４の液晶パネルを構成
するピクセルアレイ配置図であり、図６は、図５のピクセルアレイの等価回路図である。
【００３８】
　図４～図６を参照すると、本発明の一実施形態による液晶パネルは、ゲート配線（Ｇｎ
～Ｇｎ＋３）、データ配線（Ｄｍ～Ｄｍ＋３）、ピクセル電極１１、ストレージ電極１２
、薄膜トランジスタ１３、チップフィルムパッケージ１２６（すなわち、データ駆動部）
、及びゲート駆動部１２７を含む。
【００３９】
　このような構造では、データ配線（Ｄｍ～Ｄｍ＋３）は液晶パネル１２３の長辺と平行
に延長した横配線で形成され、データ配線を縦配線として使用する従来のピクセル設計方
式に比べてデータ駆動部１２６のチャネル数を２／３に減らし、液晶パネルの短辺と平行
をなす。データ駆動モジュール１２６のチャネル数を２／３に減らすことによって液晶表
示装置の製造費用を減少させることができる長所がある。さらに、ゲート駆動部１２７を
薄膜トランジスタアレイの製造工程と共に絶縁基板上に集積回路形態で形成することによ
ってゲートドライバＩＣを使わなくても良く、液晶パネル１２３の構造から省略すること
もできる。
【００４０】
　図５及び図６を参照すると、一つの横ピクセルの列１６に二つのデータ配線（Ｄｍ、Ｄ
ｍ＋１）が形成され、一つの縦ピクセル行１７に一つのゲート配線（Ｇｎ）が形成される
。
　ゲート配線（Ｇｎ～Ｇｎ＋３）は２個ずつ電気的に接続され、薄膜トランジスタ１３は
ジグザグ形態で配列されて対応するデータ配線（Ｄｍ～Ｄｍ＋３）及びゲート配線（Ｇｎ
～Ｇｎ＋３）と電気的、物理的に接続する。いくつかの実施形態において、各ピクセル行
１６に沿って隣接した領域に配置された薄膜トランジスタ１３は隣接する２個のデータラ
インと交互に直接接続してジグザグ形態で配列を形成する。
【００４１】
　一つの横ピクセルの列１６内に隣接する一対のピクセルに対してゲート信号が同時に印
加されるため、十分なピクセル充電時間を確保することができる。液晶パネルはマトリッ
クス形態で配置された複数のピクセルから成るピクセルアレイを含み、各ピクセルは水平
方向より垂直方向が長い縦長構造で成されている。ピクセルアレイは、縦ピクセルの列ご
とに同一の色相を示し、横ピクセルの列に対しては、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び青（Ｂ）
を順次に表示する構造を有する。
【００４２】
　一方、ゲート配線（Ｇｎ～Ｇｎ＋３）にゲート信号を印加することによって周辺電磁場
の歪曲により発生するテクスチャを抑制するためにストレージ電極１２がゲート配線（Ｇ
ｎ～Ｇｎ＋３）と隣接して形成される。
【００４３】
　本実施形態では一つの横ピクセルの列１６に二つのデータ配線（Ｄｍ、Ｄｍ＋１）が形
成され、一つの縦ピクセルの列１７に一つのゲート配線（Ｇｎ）が形成された場合を例え
て説明したが、本発明はこれに限定されない。すなわち、一つの横ピクセルの列１６に一
つのデータ配線が形成され、一つの縦ピクセルの列１７に一つのゲート配線が形成される
こともできる。各ピクセル行１６に対応してデータラインを配置し、各ピクセルの列１７
に対応してゲートラインを配置することによって、この場合、前述の実施形態と比較して
データ配線の数、すなわち、データ駆動部１２６のチャネル数が１／２に減り、製造単価
を落とし開口率（ａｐｅｒｔｕｒｅ）を増加させることができる。
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【００４４】
　図７～図９は、図１の液晶表示装置の変形例である。
　図７の液晶表示装置１０１の場合、チップフィルムパッケージ１２６が液晶パネル１２
３の右側短辺に位置する。
　図８の液晶表示装置１０２の場合、データ駆動部としてのＣＯＧ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇ
ｌａｓｓ）チップ１２６ｂが液晶パネル１２３上に実装され、ＣＯＧチップ１２６ｂと印
刷回路基板１２８は液晶パネル１２３の左側短辺に位置する回路フィルム１２６ａにより
電気的に接続する。具体的には回路フィルム１２６ａは、ＣＯＧチップ１２６ｂと印刷回
路基板１２８を接続する。
　図９の液晶表示装置１０３の場合、印刷回路基板１２８、回路フィルム１２６ａ、及び
ＣＯＧチップ１２６ｂが液晶パネル１２３の右側短辺に位置する。回路フィルム１２６ａ
は、ＣＯＧチップ１２６ｂ及び印刷回路基板１２８と電気的、物理的に接続する。
【００４５】
　以下、図１０を参照して本発明の第２の実施形態による液晶表示装置を説明する。
　ここで、図１０は本発明の第２の実施形態による液晶表示装置の背面図である。
　説明の便宜上、第１の実施形態の図面に示した各部材と同一の機能を有する部材は同一
の符号で示す。したがって、その説明は省略し、以下の相違点を中心に説明する。
【００４６】
　光源部１７８を含む光源モジュール１７７が導光板１５０の上方に、すなわち、液晶表
示装置１０４の上部の長辺に沿って配置される。したがって、回路基板１７６とフィルム
部１８６との間の信号干渉を防ぐために第２コネクタ１８４は第１コネクタ１８２より光
源部１７８に隣接するように、すなわち、印刷回路基板１２８上で第１コネクタ１８２よ
り上部に配置する。
【００４７】
　図に示すように、第１コネクタ１８２及び第２コネクタ１８４は各々印刷回路基板１２
８の一端に各々配置することができる。図２では、回路基板１７６及びフィルム部１８６
は、液晶表示装置１０４の同一の縦方向に延長していることに対し、第１コネクタ１８２
及び第２コネクタ１８４が印刷回路基板１２８の一端に各々配置すると、光源モジュール
１７７の回路基板１７６及びフィルム部１８６は液晶表示装置１０４の互いに反対方向と
なる縦方向に延長することができる。
【００４８】
　以下、図１１及び図１２を参照して本発明の第３の実施形態による液晶表示装置を説明
する。
　ここで、図１１は、本発明の第３の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及
び底面図であり、図１２は、図１１の液晶表示装置の背面図である。説明の便宜上、第１
の実施形態の図面に示す各部材と同一の機能を有する部材は同一の符号で示す。したがっ
て、その説明は省略し、以下の相違点を中心に説明する。
【００４９】
　チップフィルムパッケージ１２６は、液晶パネル１２３上に横方向に延長したデータラ
インと接続し、印刷回路基板１２８は、チップフィルムパッケージ１２６と接続するため
、チップフィルムパッケージ１２６と印刷回路基板１２８は液晶パネル１２３の短辺に隣
接するように配置することが好ましい。
　光源部１７８を含む光源モジュール１７７は印刷回路基板１２８と液晶パネル１２３と
の間に配置する。具体的には光源部１７８を含む光源モジュール１７７は、導光板１５０
の左側に、すなわち液晶表示装置１０５の左側短辺に沿って配置する。回路基板１７６と
フィルム部１８６が互いに重なると、信号干渉が発生する恐れがあるため、これらは互い
に重ならないように配置することが好ましい。いくつかの実施形態において、第２コネク
タ１８４及び第１コネクタ１８２に各々回路基板１７６の一端及びフィルム部１８６の一
端が接続され、液晶表示装置１０５の同一の縦方向に向かって延長し配置する。
【００５０】
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　以下、図１３及び図１４を参照して本発明の第４の実施形態による液晶表示装置を説明
する。
　ここで、図１３は、本発明の第４の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及
び底面図であり、図１４は、図１３の液晶表示装置の背面図である。説明の便宜上、第１
の実施形態の図面に示す各部材と同一の機能を有する部材は同一の符号で示す。したがっ
て、その説明は省略し、以下の相違点を中心に説明する。
【００５１】
　チップフィルムパッケージ１２６は、液晶パネル１２３上に横方向に延長したデータラ
インと接続し、印刷回路基板１２８は、チップフィルムパッケージ１２６と電気的、物理
的に接続するため、チップフィルムパッケージ１２６と印刷回路基板１２８は液晶パネル
１２３の短辺に隣接するように配置することが好ましい。
　光源部１７８を含む光源モジュール１７７は、液晶パネル１２３の短辺に沿って印刷回
路基板１２８とは反対側に配置する。具体的には、光源部１７８を含む光源モジュール１
７７は、導光板１５０の右側に、すなわち液晶表示装置１０６の右側短辺に沿って配置す
る。回路基板１７６とフィルム部１８６が互いに重なると、信号干渉が発生する恐れがあ
るため、これらは互いに重ならないように配置することが好ましい。回路基板１７６は、
液晶表示装置１０６の背面上を横方向に延長して印刷回路基板１２８と光源部１７８を連
結する。回路基板１７６の一端及びフィルム部１８６の一端は、各々第２コネクタ１８４
及び第１コネクタ１８２に接続する。回路基板１７６の他端及びフィルム部１８６の他端
は各々液晶表示装置１０６の隣接した側すなわち縦側、及び縦側に隣接した横側に延長し
て配置する。
【００５２】
　以下、図１５及び図１６を参照して本発明の第５実施形態による液晶表示装置を説明す
る。
　ここで、図１５は、本発明の第５の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及
び底面図であり、図１６は、図１５の液晶表示装置の背面図である。説明の便宜上、第１
の実施形態の図面に示す各部材と同一の機能を有する部材は同一の符号で示す。したがっ
て、その説明は省略し、以下の相違点を中心に説明する。
【００５３】
　光源部１７８を含む光源モジュール１７７は、導光板の下方に、すなわち液晶表示装置
１０７の下部の長辺に沿って配置する。チップフィルムパッケージ１２６は、液晶パネル
１２３上の横方向に延長したデータラインと接続するため、チップフィルムパッケージ１
２６は液晶パネル１２３の短辺に隣接するように配置されることが好ましい。印刷回路基
板１２８は軟質フィルムから成るチップフィルムパッケージ１２６により液晶パネル１２
３と連結しているため、液晶パネル１２３の一側に沿って折り曲げられ、液晶パネル１２
３の背面に安着することができる。回路基板１７６とフィルム部１８６が互いに重なると
、信号干渉が発生する恐れがあるため、これらは互いに重ならないように配置することが
好ましい。
【００５４】
　以下、図１７及び図１８を参照して本発明の第６の実施形態による液晶表示装置を説明
する。
　ここで、図１７は、本発明の第６の実施形態による液晶表示装置の正面図、側面図、及
び底面図であり、図１８は、図１７の液晶表示装置の背面図である。説明の便宜上、第１
の実施形態の図面に示す各部材と同一の機能を有する部材は同一の符号で示す。したがっ
て、その説明は省略し、以下の相違点を中心に説明する。
【００５５】
　チップフィルムパッケージ１２６は、液晶パネル１２３上に横方向に延長したデータラ
インと接続し、印刷回路基板１２８は、チップフィルムパッケージ１２６と接続するため
、チップフィルムパッケージ１２６と印刷回路基板１２８は液晶パネル１２３の短辺に隣
接するように配置することが好ましい。



(12) JP 2010-128498 A 2010.6.10

10

20

30

40

　光源部１７８を含む光源モジュール１７７は、印刷回路基板１２８と対向する液晶パネ
ル１２３の反対側の短辺に隣接するように配置する。具体的には、光源部１７８を含む光
源モジュール１７７は、導光板１５０の右側に、すなわち液晶表示装置１０８の右側の短
辺に沿って配置する。印刷回路基板１２８は、可撓性フィルムから成るチップフィルムパ
ッケージ１２６により液晶パネル１２３と連結しているため、液晶パネル１２３の一側に
沿って折り曲げられ、液晶パネル１２３の背面に安着することができる。
　これによって、液晶表示装置１０８の厚さが増加することを防止するために導光板２５
０は印刷回路基板１２８と隣接した部分の厚さが相対的に薄く、光源部１７８と隣接した
部分の厚さが相対的に厚い、くさび（ｗｅｄｇｅ）型形状を有する。回路基板１７６とフ
ィルム部１８６が互いに重なると、信号干渉が発生する恐れがあるため、これらは互いに
重ならないように配置することが好ましい。回路基板１７６は、液晶表示装置１０８の背
面上に横方向に延長して印刷回路基板１２８と光源部１７８を連結する。
【００５６】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００５７】
　１００～１０８　　液晶表示装置
　１１０　　上部収納容器
　１２０　　液晶パネルアセンブリ
　１２２　　下部表示板
　１２３　　液晶パネル
　１２４　　上部表示板
　１２６　　チップフィルムパッケージ
　１２７　　ゲート駆動部
　１２８　　印刷回路基板
　１２９　　駆動エレメント
　１３０　　モールドフレーム
　１４０　　光学シート
　１５０　　導光板
　１６０　　反射シート
　１７０　　下部収納容器
　１７６　　回路基板
　１７７　　光源モジュール
　１７８　　光源部
　１８２　　第１コネクタ
　１８４　　第２コネクタ
　１８６　　フィルム部
　１９０　　バックライトアセンブリ
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